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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は14-3-3ファミリーに属するタンパク質をコードしており、このファミリーのメンバーはホスホセリン含有タンパク質に結合してシグナル伝達を媒介します。この高度に保存されたタンパク質ファミリーは、植物と哺乳類の両方に存在します。コードされているタンパク質はRAF1およびCDC25ホスファターゼと相互作用することが示されており、細胞分裂促進シグナル伝達と細胞周期機構の連携に役割を果たしている可能性が示唆されています。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする2つの転写バリアントが同定されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	YWHABマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	YWHAB マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	YWHAB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	YWHAB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。

